
チームプレイの基本

基礎 プログラム７ 講義４

・チームプレイの必要性



• 強度行動障害の状態にある方への支援は、本人
の生活の様々な場面や、本人の人生のそれぞれ
のライフステージにおいて関わる支援者が、本
人を中心としたチームの一員として、同じ方針
に沿った統一した支援をすることが大切です。

• 支援現場で統一した支援を提供するために、
サービス等利用計画や個別支援計画に基づいた
「支援手順書」や「支援記録」が大切です。

この時間で学ぶこと



①チームで支援する必要性

②統一した支援をするために

③サービス等利用計画・個別支援計画・支援手順書

④支援の実施と記録

この時間の流れ

講義



①チームで支援する必要性



事業所の中では、

複数の職員が本人に関わります。



グループホーム

田中さん

世話人Aさん

グループホーム
管理者

世話人Bさん

世話人Cさん

複数の支援者が関わる



本人の現在の生活は、

さまざまな関係者で支えられています。



グループホーム

生活介護事業所

病院
行動援護

移動支援

家庭

田中さんの生活

田中さん

複数の事業所や
支援機関が関わる



本人の支援は、

現在の関係者だけでなく、過去・現在・

未来の関係者もつながっています。



田中さんのライフステージ

乳幼児期 学齢期 成人期

乳幼児期から成人期まで、様々なライフステージが
ありそれぞれに事業所や支援者が関わる



一日で考えてみると、
様々な生活場面で成り立っている。

• 暮らしの場面（家庭やグループホームなど）

• 日中活動の場面（保育園や学校、福祉事業所など）

• 外出の場面（家族や行動援護など）

→それぞれの場面で関わる関係者がちがう。



Ⅰ その人の特性や人生のニーズを把握する

Ⅱ その人の特性に配慮した支援を考える

Ⅲ その人の人生のニーズに沿った計画と実践、評
価や改善のサイクル（ＰＤＣＡサイクル）で、
よりよい人生へと向かう

※PDCAサイクルとは、Plan（計画）・Do（実行）・Check（評
価）・Action（改善）を繰り返すことによって、業務を継続的に
改善していく手法のことです。支援を考える際もこのサイクルを
重視します。

Ⅳ 支援が停滞したり強度行動障害の様相が現れた
りしたときには、改めて支援を見直し、支援の
補整や補強をする

関係者が必要な支援や特性を共有することが重要



それぞれの関係者が、本人の特性に関係なく、
思い思いのやり方で接してしまうと・・・

本人が混乱してしまう。



それぞれの場面やライフステージにおける関係者が、

本人を支えるチームのメンバーとして、

本人の特性や配慮すべきことについて共通の認識を持ち、

同じ方針に沿った統一した支援をしていくことが大切。



②統一した支援をするために



• 日ごろからお互いに頻繁なやり取りをする

• 個別の支援会議（ケース会議）を開催

• サービス等利用計画

• 個別支援計画

• 支援手順書

チームにおける情報共有や連携の方法



③サービス等利用計画・

個別支援計画・

支援手順書



本人ニーズに基づく支援計画

本人ニーズに基づく支援計画を考えるためには、
特性の理解とアセスメントの視点が欠かせない

・コミュニケーションの苦手さを補う支援
・困りごとの背景にある障害特性や環境要因を知る
・自己決定のための本人にあった情報提供

「本人ニーズ」
夢や目標、支援してほしいこと、困っていること



サービス等利用計画

本人の望む生活に対し、支援機関がそれぞれど
のような役割を果たしチームで支えていくこと
を示したもの。

グループホーム 日中活動や就労の支援
相談支援

全体の計画

本人の望む生活や目標
サービス等利用計画



例



例



個別支援計画

サービス等利用計画で示された役割を基に、支援
機関ではどのような目標をもち、何に配慮して支
援をするのか、具体的な目標と支援内容を記入し
た計画

個別支援計画個別支援計画

グループホーム

相談支援

全体の計画

本人の望む生活や目標 サービス等利用計画

日中活動や就労の支援



例



支援手順書

個別支援計画の内容から、具体的な活動とそのスケ
ジュール・必要な配慮の方法などをその人に合わせ
て詳細に記入したもの

グループホーム

個別支援計画

（スケジュール確認） （お風呂掃除）

具体的な活動や必要な配慮

具体的な活動の例

支援手順書 支援手順書



支援手順書（例）



現場で支援を実施するときには、
支援手順書に沿って支援することが大切

＝ 本人の特性に合わせた統一した支援



サービス等
利用計画

【作成者】

相談支援専門員

個別支援計画
or

居宅介護計画

【作成者】
サービス管理責任者

or
サービス提供責任者

「支援手順書」
兼 記録用紙

【作成者】

実践研修修了者等

＊支援手順書の把握・遵守
＊記録・報告

【担当】

基礎研修修了者等

支援の実施

個別支援計画と支援手順書の関係

強度行動障害の支援においては、個別支援計画や居宅支援計画といった大まか
な支援 内容では、適切な支援を行うことが難しい。障害特性に配慮した留意点を
整理し、日々の日課や各活動の詳細を決め、時間単位で各活動をどのような流れ
で行っていくかを詳細に記した「支援手順書」が必要となる。



④支援の実施と記録



サービス等
利用計画

【作成者】

相談支援専門員

個別支援計画
or

居宅介護計画

【作成者】
サービス管理責任者

or
サービス提供責任者

「支援手順書」
兼 記録用紙

【作成者】

実践研修修了者等

＊支援手順書の把握・遵守
＊記録・報告

【担当】

基礎研修修了者等

支援の実施

支援の実施と記録

実際の支援に入る時には、支援手順書に沿って支援をすること、支援時の本人の
様子などを記録しておくことが大切。



支援手順書に

沿って支援を実施

支援した様子を

記録する

記録を振り返り、その人に

あった支援か確認する

必要に応じて支援手順書の

内容を改善する

支援の実施



支援手順書に従って支援する際の留意点

事前準備 支援ツールの準備など、事前の準備が大切

支援手順書の
内容

支援者が支援手順書の内容を理解できているか内容に
変更がないか

その日の状況

体調（睡眠、排便、てんかん発作などのリズムなど）
やその日の状況（自宅でいつものこだわりができな
かったので、落ち着かない様子など）にも影響を受け
やすいので確認しておく

事前に確認しておくポイント



記録の重要性

正しい状態像をつかむ

チームで情報を共有する

支援の効果を確認する

支援のベース



正しい状態像をつかむ

・大変な人？大人しい人？・・・など印象では具体的
な状態像がわからない

・いつ、どこで、どのような行動をとっているかなど、
具体的な情報から正しい状態像を知る

・正しい状態像を知ることで、その人にあった支援に
つながる



情報共有の重要性

・チームで支援したり、対応を考えていく上で情報

共有は重要

・直接の関わりで得られた情報をチームで共有する



情報共有のベースとなる記録

今日は大変
だった

何が？ 誰が？

田中さんの水遊びを止
めたら、頬を叩く自傷
があった。
支援者も対応に困った。

状況がわかりにくい

具体的な状況が
共有できる

具体的に記述

例



情報共有のベースとなる記録

・具体的な状況を記録する

・支援者の主観と具体的な状況をわけて記録

・「いつ・どこで・誰が・どのように」を意識する

・読み手を意識する

→具体的な状況を共有することで、支援者の共通
認識を持ちやすい



情報共有のベースとなる記録

Q この記録のどこに課題がありますか？

好ましくない記録の書き方（一例）

A 支援手順書に記載されている
支援の結果がわからない



情報共有のベースとなる記録

好ましい記録の書き方（一例）

手順書に記載さ
れている支援の
結果を、簡素に
記録する。

次の支援



支援の効果を確認する

• 支援に取り組んだ結果が記録として残っている
と振り返りしやすい

• 支援の結果を振り返りながら、その支援が適切
かどうか？改善点があるか？を確認していく



計画の見直し

・記録をもとに
・上手くいった支援は継続・発展させる
・上手くいかなかった支援は見直しする

＝ 見直しを繰り返しより本人にあった
支援手順書に



・支援手順書に基づいて支援したが上手くいか
なかったので自分の時は対応を変えている

→バラバラの支援に
緊急時は除く

・うまくいかなかった時は上司に相談したり
チームで共有する

・チームで共有し支援手順書を改定していく
・日々の「報告・連絡・相談」が大切

ほう れん そう



チームプレイの事例

ある生活介護事業所の話



チームプレイの事例

• 情報の共有方法

• 記録方法

• 毎週必ず振り返り、来週
の対応を話し合う

• うまくいかない時の対応



①窓ガラスを割る ②湯呑を投げる ③トイレットペーパー

②

②

②

②

②

②
②①

①
①

①

Ⓒ MASAHIKO  INOUE

スキャッタープロットによる記録（例）

③③

③

③

③



支援手順書に

沿って支援を実施

支援した様子を

記録する

記録を振り返り、その人に

あった支援か確認する

必要に応じて支援手順書の

内容を改善する

支援の実施



支援の振り返り

• 情報の共有方法

• 記録の確認

• 変更点の共有と実施時期

• 次回の日程


